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⼭⼝河川国道事務所ICT活用工事 実施状況について
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【⼭⼝河川国道事務所】 ＩＣＴ活⽤⼯事 実施状況について
令和3年3⽉末⽇現在

発注者指定 希望Ⅰ型 希望Ⅱ型 合計 実施率① 実施率②
公告件数 0 2 10 12
内、活⽤⼯事件数 0 0 2 2
公告件数 0 2 5 7
内、活⽤⼯事件数 0 2 2 4
公告件数 0 0 1 1
内、活⽤⼯事件数 0 0 1 1
公告件数 2 0 6 8
内、活⽤⼯事件数 2 0 0 2
公告件数 0 0 1 1
内、活⽤⼯事件数 0 0 1 1
公告件数 2 11 5 18
内、活⽤⼯事件数 2 10 1 13
公告件数 0 0 4 4
内、活⽤⼯事件数 0 0 3 3
公告件数 6 2※ 4 12※
内、活⽤⼯事件数 6 2 3 11
公告件数 0 1 6※ 7※
内、活⽤⼯事件数 0 1 2 3

●発注者指定型 ： ＩＣＴ活⽤が必須の⼯事 ●施⼯者希望Ⅰ型 ： ⼊札者がＩＣＴ活⽤を希望すると総合評価加算点が与えられる⽅式

●施⼯者希望Ⅱ型 ： ⼯事契約後に施⼯者の希望によりＩＣＴ活⽤する⼯事  （いずれのケースもICT活⽤⼯事に必要な経費を計上）

※は、ＩＣＴ⼟⼯及びＩＣＴ舗装の⼯事が１件有り

R2
ＩＣＴ⼟⼯ 92%

74%
ＩＣＴ舗装 43%

H28 ＩＣＴ⼟⼯ 16% 16%

年度 ⼯種 段階
ＩＣＴ実施状況

H29
ＩＣＴ⼟⼯ 57%

63%
ＩＣＴ舗装 100%

H30
ＩＣＴ⼟⼯ 25%

33%
ＩＣＴ舗装 100%

R1
ＩＣＴ⼟⼯ 72%

72%
ＩＣＴ舗装 75%



⼭⼝河川国道事務所

施⼯者の声

山口県防府市 富海拡幅富海第5改良工事 受注者：シマダ（株）

○起工測量にLSによる３次元測量を採用、測量業務の効率化と安全性が向上

○ICT建機を活用することで、丁張設置作業等がなくなり、省力化と安全性が向上
○高精度な施工のために、3次元設計データを搭載した杭ナビを使用し、TS測量を日々実施

●測量：起工測量は従来であれば7日が、LSでは，1日に短縮できた。
●施工：熟練オペレーターとICT建機を組み合わせることで、より生産性の向上に繫がった。
●品質：出来形管理も概ね規格値の50％以内であり、高い精度で施工することができた。
●安全：丁張が不要となるため、重機周辺に人が立入ることが減り、接触の危険が無く、安全性が大幅に向上した。
●検査：従来の施工管理は、測量及び管理図作成に時間が掛ったが、大幅に効率化が図れた。

3次元設計データを
搭載したTS測量

3次元MCバック
ホウによる施工

ＵＡＶ測量

3次元設計データー
ICT建機（MG)による施工

◆起工測量：LS 建機：マシンコントロールモーターグレーダー 出来形管理：TS出来形 ◆下層・上層路盤（ICT）4,700㎡

LSによる起工測量
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⼭⼝河川国道事務所

施⼯者の声

山口県防府市 富海拡幅戸田山地区第２改良工事 受注者：大栄建設（株）

○会社として積極的にICT土工に取り組みノウハウを取得するため、初めてのＩＣＴ施工にチャレンジ

○起工測量はＵＡＶとLSを実施。ＩＣＴ土工はバックホウ、ブルドーザーを使用。施工管理はLSを実施。

○技術支援業務による適切なアドバイスにより、円滑にICT技術の活用が実施できた。

測量：起工測量が早くて正確であり法面からの滑落等の危険性が大幅に削減される。

土工：丁張の設置がほぼ不要となるため、丁張設置作業の削減及び丁張木材の購入及び処分費の軽減ができる。

施工管理：面的な管理になるため、均一な施工ができる。

品質：盛土において締固め回数を決定しその回数が確実に履行されていることが面的に管理することができるため、大幅

に品質が向上されることが期待できる。

安全：重機のオペレーターが施工時の状況確認で重機の乗り降りがなくなるため昇降時の転倒等の危険が削減される。

技術支援：起工測量の際にサポートがあり、外注であれば測量から成果ができるまでの過程がなかなか見えないが一通り

の過程を体験することができた。

今後の対応：今回の現場で得た技術を今後の施工に生かし、もっと生産性向上できるように工夫を行いたい。

今後の課題：今回の工事では設計データ作成に最も時間を費やした。今後、3次元データに慣れ事務所内での作業時間を

さらに削減できれば本当の意味での働き方改革になると感じたため今後もチャレンジしていきたい。

【３次元測量】 ＵＡＶ、ＬＳ
【ＩＣＴ土工】
掘削工 約１０００ｍ3
盛土工 約４０００ｍ3
法面整形工 約 ３００ｍ2

【その他】

杭ナビ・快測ナビによる測
量を実施

中国ＩＣＴチャレンジ型 ＩＣＴ土工の未経験企業がＩＣＴを活用し、メリット等を経験・発信する試行工事。
実施方法等の技術的支援を別途業務で実施。

ＵＡＶ測量 ＬＳ測量

ＵＡＶ測量

技
術
支
援
者

切土
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⼭⼝河川国道事務所

施⼯者の声

山口県周南市 富海拡幅椿峠地区第2改良工事 受注者：シマダ（株）

○起工測量にUAVによる３次元測量を採用、測量業務の効率化と安全性が向上

○ICT建機（ﾊﾞｯｸﾎｳ・ブルドーザー・タイヤローラを活用することで、丁張設置作業等がなくなり、省力化と安全性が向上
〇3次元設計データを使用し、排水構造物・路肩コンクリートの位置出し作業の省力化

●測量 ： 起工測量は従来であれば6日を要すところ、UAV1日に短縮できた。
●施工 ： 熟練オペレーターとICT建機を組み合わせることで、より生産性の向上に繫がった。
●品質 ： 出来形管理も概ね規格値の50％以内であり、高い精度で施工することができた。
●安全 ： 丁張が不要となるため、重機周辺に人が立入ることが減り、接触の危険が無く、安全性が大幅に向上した。
●検査 ： 従来の施工管理は、測量及び管理図作成に時間が掛ったが、検査時は管理図1枚で、大幅に効率化が図れた。
●今後の対応 ： 3次元設計データを各構造物単位で作成し、現場で活用していけばもっと生産性が向上できると思う。

ＵＡＶ測量 ＬＳ測量
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【ICT土工】
掘削工 30190ｍ3
路体盛土 39770m3
法面整形 4710ｍ2

3次元MCバック
ホウによる施工
工 3次元設計データを

搭載したTS測量

3次元MCブル
ドーザーによる
施工工

転圧回数での管
理（赤色部完了)
工

急な曲線でも位
置出しが容易



⼭⼝河川国道事務所
⼭⼝県防府市 佐波川畑地区河道掘削⼯事

●測量︓⼭⼝県内初となるｸﾞﾘｰﾝﾚｰｻﾞｰを⽤いたUAVﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰ測量により、⾜元の悪い河川内へ⽴ち⼊ることなく⽔⾯下の地形を計測できた。
●施⼯︓ICT建機と施⼯履歴データによる出来形管理の併⽤により、計測確認等の待ちが発⽣することなく、作業の効率化、安全性の向上に繋がった。

（課題として、天候不良時等に衛星の受信状態が安定せず、ICT建機の正確な位置情報が取得できないことがあった）
●精度︓最終的な出来形管理値は規格値の約20％以内となり、⾮常に⾼い精度で施⼯することができた。
●安全︓丁張設置や検測が不要となり、重機周辺や⾜元の悪い河川内へ⼈が⽴ち⼊ることが減少し、安全性が⼤幅に向上した。
●検査︓施⼯履歴データ（ヒートマップ）によりリアルタイムで出来形の確認が可能となり、従来の「検測→仕上げ施⼯」の繰り返し作業がなく効率的である。

施⼯者の声

〇起⼯測量にUAVレーザースキャナー（グリーンレーザー）による3次元測量を⼭⼝県内で初採⽤
〇ICT建機の活⽤により丁張レスで、省⼒化と安全性の両⽅が向上
〇施⼯履歴データによる出来形管理を実施、従来の確認作業が⼤幅に削減

受注者︓成⻑建設㈱

3次元起工測量 UAVﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰ
（ｸﾞﾘｰﾝﾚｰｻﾞｰ）

MCﾊﾞｯｸﾎｳによる施工
（河床等掘削）

施工履歴データによる
出来形管理図表

ICT活用工事現場見学会

【⼯事概要】
⼯  期：令和元年9⽉28⽇〜令和2年3⽉31⽇
⼯事延⻑：L＝488ｍ
⼯事内容：掘削⼯（陸上部）10,000ｍ3
    ：掘削⼯（⽔中部）10,700ｍ3
    ：残⼟処理⼯ 20,850ｍ3
    ：仮設⼯ 1式

ICT技術導⼊効果対⽐表

要期間 要員数 要期間 要員数

89⽇ 166⼈ 59⽇ 108⼈

期間は従来より5割短縮
員数は従来より6.7割減少

4⽇ 6⼈ 2⽇ 2⼈出来形管理（内業含む）

合 計

従来施⼯

期間は従来より3.4割短縮
員数は従来より3.5割減少

20⽇ 30⼈ 10⽇ 12⼈

65⽇ 130⼈ 47⽇ 94⼈

期間は従来より5割短縮
員数は従来より6割減少

期間は従来より2.8割短縮

ICT活⽤施⼯
対⽐評価

起⼯測量（内業含む）

施⼯（丁張等設置作業含む）
員数は従来より2.8割減少
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⼭⼝河川国道事務所

施⼯者の声

山口県岩国市 岩国大竹道路室の木アクセス第2改良工事 受注者：日立建設（株）

○上空に高圧線があるため、LSにて３次元測量を実施。

○切土部は暫定断面であり、3次元データの基となる情報が不足。従い盛土部（完成断面）のみICTを実施。
○ICTサポート企業の協力もあり、自社初めてのICT施工であったが、滞りなく施工完了することが出来た。

●測量 ： LS測量は、安全に、測量日数の短縮、正確に測量できた。
●施工 ： ICT建機の操作には、やはり熟練オペレーターの技術も必要である。

ICTと熟練技術が合わさることで、施工性がより向上すると考える。
●品質 ： 高い精度で施工することができたので、出来ばえのよい盛土が施工できた。
●安全 ： 丁張設置が不要となるため、急斜面や重機付近での作業が無く、安全性が大幅に向上した。
●検査 ： 検査資料は容易に作成でき、現場検査時も簡単に確認ができる。
●課題 ： 上空の高圧線による影響で衛星の受信状況が不安定な時間があり、施工精度のチェックに手間が掛った。

仮設道路の場合、仮設の線形設計も必要なので、事前に設計業務にて対応願いたい。

出来形検測

盛土施工状
況

ＵＡＶ測量

3次元設計データ
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⼭⼝河川国道事務所
⼭⼝県防府市 佐波川河道掘削他維持⼯事

●測 量 ︓UAV搭載型グリーンレーザースキャナー測量では、従来技術では10⽇かかるのが2⽇で測量ができ、8割も短縮できた。
●施 ⼯ ︓丁張りの確認・設置作業の⼿間が省け、⼤幅に施⼯性が向上し、オペレーターが重機から降りることなく⼯事がスムーズに進み、

期間・員数の削減ができた。
●出来形管理︓施⼯履歴データを活⽤することより、出来形測量を⾏う作業がなくなり期間・員数の削減が出来た。また、スマコンアプリにより

施⼯進捗が⽇々確認できた。
●そ の 他 ︓建設現場の⽣産性向上のため、現場⾒学会の開催を⾏った。

施⼯者の声

受注者︓（株)井原組

施工者希望Ⅰ型

○会社として初めてのICT活⽤の実施
○起⼯測量では、河川内掘削のため陸上部だけでなく⽔⾯下の地形のデータが必要のため、UAV搭載型グリーンレーザー
スキャナーを採⽤し測量の実施を⾏った。
○⽔中掘削であることから、出来形管理を「施⼯履歴データ」を⽤いた出来形管理を⾏い、⽬視できない⽔中部の掘削も
モニターを確認しながら⾯的に掘残がなく施⼯を⾏う事が出来、スマコンアプリにより⽇々の進捗状況等の確認を⾏った。

UAV搭載型
グリーンレーザースキャナー

施⼯履歴を活⽤した
施⼯状況

現場⾒学会状況
徳⼭⼯業⾼等専⾨学校

現場⾒学会状況
⾏政・コンサル・業者

備考
要期間 要員数 要期間 要員数 ICT活⽤の評価

起⼯測量 10⽇ 20⼈ 3⽇ 9⼈ 期間7割減、員数5割減
機械施⼯ 50⽇ 200⼈ 42⽇ 124⼈ 期間2割減、員数4割減
出来形測量 10⽇ 20⼈ 0⽇ 0⼈ 期間10割減、員数10割減
合計 80⽇ 240⼈ 45⽇ 133⼈ 期間4割減、員数5割減

従来施⼯ ICT活⽤施⼯

1:2
.0

陸上掘削

水中掘削
陸上掘削：約8,270ｍ3
水中掘削：約7,480ｍ3
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⼭⼝河川国道事務所
⼭⼝県防府市 「佐波川畑地区外河道整備⼯事」

施 ⼯︓丁張り確認が不必要となり機械乗降せずに施⼯が進められ、作業効率化・時間短縮につながった。
精 度︓規格値の50%以内に98%が収まり、無理をせずに⾼い精度を確保することができた。
その他︓「マシンコントロールによる⾃動制御で設計⾯（仕上げ⾯）がわかるので、操作が簡単だと思う

（重機オペレータの声）」
「前の現場では測量・丁張りに時間を要していたので、仕事内容が⼤分楽になった。（若⼿職員）」

施⼯者の声

〇 ⽔中（⽔底）計測を可能としたグリーンレーザースキャナを⽤いてのUAV起⼯測量。
〇 施⼯履歴データを活⽤しての３次元出来形管理。

受注者︓洋林建設（株)

UAV起工測量（グリーンレーザスキャナ） ICT水中掘削（施工履歴データ活用）

施工履歴データ

〇導⼊効果検証 畑地区 ⼟⼯量：29,300m3 〇導⼊効果検証 奈美地区 ⼟⼯量：9,400m3
備 考 備 考

要期間 要員数 要期間 要員数 ICT活⽤の評価 要期間 要員数 要期間 要員数 ICT活⽤の評価
起⼯測量 14⽇ 32⼈ 6⽇ 10⼈ 期間は従来より6割短縮

員数は従来より7割縮⼩ 起⼯測量 11⽇ 23⼈ 4⽇ 6⼈ 期間は従来より6割短縮
員数は従来より7割縮⼩

機械施⼯ 56⽇ 68⼈ 43⽇ 51⼈ 期間は従来より2割短縮
員数は従来より3割縮⼩ 機械施⼯ 35⽇ 42⼈ 27⽇ 27⼈ 期間は従来より2割短縮

員数は従来より4割縮⼩

出来形測量 10⽇ 35⼈ 6⽇ 8⼈ 期間は従来より4割短縮
員数は従来より8割縮⼩ 出来形測量 12⽇ 26⼈ 5⽇ 7⼈ 期間は従来より6割短縮

員数は従来より7割縮⼩

合 計 80⽇ 135⼈ 55⽇ 69⼈ 期間は従来より3割短縮
員数は従来より5割縮⼩ 合 計 58⽇ 91⼈ 36⽇ 40⼈ 期間は従来より4割短縮

員数は従来より6割縮⼩

従来の施⼯ ICT活⽤施⼯従来の施⼯ ICT活⽤施⼯

出来形合否判定総括表（水中）
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⼭⼝河川国道事務所

⼭⼝県⼭⼝市
令和2年度⼭⼝国道維持出張所管内舗装修繕⼯事⼯事

●測 量 ︓従来技術では25⽇かかるのが6⽇で測量ができ、約8割も短縮できた。
●施 ⼯ ︓現道での3次元設計は既存⾼さとの取り合いが難しかったが、逆に問題点の⾒える化ができ、問題の早期発⾒・解決が出来た。
●安 全 管 理︓現道で規制、測量をすることが無かったので接触事故等の⼼配がなくなった。
●そ の 他 ︓起⼯測量からデータ納品にかかる時間が⼤幅に短縮されたことから、⼯期内完成に⼤きく貢献した。

施⼯者の声

受注者︓⼾⽥道路（株)

○起工測量に地上移動体搭載型レーザースキャナーによる３次元測量を採用、測量業務の効率化と安全性が向上。
○起⼯測量〜データ納品にかかる⽇数が約6割短縮、作業⼈員は約7割削減。
○面データでのヒートマップ作成により出来形を見える化。
〇車で計測しながら走るだけで測量完了。

現場⾒学会状況
徳⼭⼯業⾼等専⾨学校
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要期間 要員数 要期間 要員数
起⼯測量 25⽇ 100⼈ 6⽇ 24⼈
データ作成 15⽇ 60⼈ 10⽇ 20⼈
データ納品 10⽇ 40⼈ 5⽇ 10⼈
合計 50⽇ 200⼈ 21⽇ 54⼈

従来施⼯ ICT活⽤施⼯



⼭⼝河川国道事務所
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●国土交通省ＨＰに監督検査要領などICT技術導入に必要な情報を掲載中

の情報提供



⼭⼝河川国道事務所

※上記の表示を交互に繰り返しているバナーをクリック

これは中国地方整備局の
ＨＰです

●中国地方整備局ＨＰに 情報ページに取組ＰＲ動画を掲載中

の情報提供
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⼭⼝河川国道事務所

●山口河川国道事務所ＨＰで山口県i-Construction推進連絡会の情報提供中

の情報提供

例えばH30.12.13の説明会資料
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